
講演者：名部井 敏代教授
（関西大学大学院
外国語教育学研究科）

12月24日 14:00-15:30
2022年

【形式】対面のみ
会場：関西大学東京センター

外国語の教室には、L2学習のための対話や談話があふれています。例えば、学習者が
ペア・ワークで協働する際に交わすことばや、教師がさりげなく投げかけるリキャス
ト・フィードバックは、教室内の主要な談話ですが、これらは実際にL2習得に役立つと
いえるのでしょうか。談話データをもとに議論される第二言語習得研究が示す、談話の
効能を、インタラクション仮説と社会文化理論の２つの視点から概観・考察し、教育実
践への提案と課題を考えます。
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関西大学大学院 外国語教育学研究科主催

土

関西大学外国語学部・大学院外国語教育学研究科教授。米国ペンシルベニア大学で
MS.Ed、トロント大学大学院OISEにてPh.D. (Second Language Education)を取得。
専門は、外国語教育及び教室内第二言語習得研究。第二言語習得理論（インタラクショ
ン派アプローチおよび社会文化的アプローチ）の枠組みを用いて、教室内の教師や学習
者の談話という質的データをもとに、第二言語・外国語の学習・習得を促進する指導の
ありかたを研究している。

東京都千代田区丸の内1-7-12 サピアタワー9階

※参加費は無料です。
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